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第 1 章は，緒論であって， レーザーの開発とその工学的応用の意義について述べ，本論文の立場を
明らかにしている。
第 2 章では， レーザーの動作とその特性について考察し，レーザーが計測，加工，検査に利用され
る所以を述べている。
第3 章では，レーザーによる計測法のうち，レーザーの可干渉性を利用するレーザー干渉計および












































(5) レーザーによる物品形状の検査に電子計算機を導入し， 2 次元パターンの識別にフーリエ変換像
を同心円走査する方式を考察し，形状欠陥の検出に利用できることを明らかにした。
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以上のように本論文はレーザーによる計測，加工，検査に関する一連の研究を実験的に研究し，そ
れぞれ必要な装置を考案開発し有用な知見を得ており，電気工学上寄与するところが大きい。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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